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大阪市立塩草立葉小学校 
 

 

 

 



 

 

 

（様式１） 

大阪市立塩草立葉小学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 

 １ 学校運営の中期目標 

 

現状と課題 

・ 本校は、学校教育目標「共に学び、共に生きる子どもを育てる」～自分も人も大切にする～ 

 のもと、人権尊重を基盤とした教育活動を推進している。 

 統合から９年目。児童数は、当初の２４１名から２倍の４９０名近くに急増している。 

  小規模校から中規模校になるにともなって、さまざまな業務の見直しを進めていく。 

また、増加している渡日児童や特別支援学級在籍児童への支援、多様性教育の推進などを通じ

て、すべての子どもが健やかに成長するよう、全教育活動を通して取り組んでいる。 

 

中期目標（令和４年度から令和７年度までの４年間で達成をめざす成果目標） 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

○大阪市小学校学力経年調査（３～６年、以下 経年調査）における「いじめは、どんな 

理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する 

児童の割合を９０％以上にする。  （令和３年度は、質問項目なし） 

  →Ｒ４は、７４．８％（大阪市平均７９．０％）。目標数値が高すぎました。 

○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

      →Ｒ４は、増減なし 

 ○年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

       →Ｒ４は、増減なし 

  ※前年度不登校であった児童のうち不登校の状態が解消された、または不登校状態であっ 

   ても次の１～３に該当しているなど、総合的な判断により不登校の状態が改善されたと 

する人数を把握。 

  ※改善とは、次の状態の場合をいう。（複数に該当する場合、最も顕著な項目を選択する） 

    １ 出席日数の増 

（学校内外でＩＣＴ等を活用した学習活動をすることによる出席認定含む） 

     ２ ＩＣＴの活用による、本人・保護者と学校がつながった回数が増えた。 

     ３ 養護教諭、スクールカウンセラー、教育支援センターなど学校内外の専門的な 

       指導・相談につながるようになった。または、継続してつながるようになった。 

 

 【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、 

  広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児 

童の割合を３５パーセント以上にする。 （令和３年度は、３３パーセント） 

→Ｒ４は、３６．１％ 
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○経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的 

に比較し、いずれの学年も前年度より０．１ポイント向上させる。 

（令和３年度の対全国比） 

国語 ２年  －   ３年 ０．９２ ４年 ０．８４ ５年 １．００ ６年 １．０１  

算数 ２年  －   ３年 １．０２ ４年 １．００ ５年 １．０１ ６年 １．００ 

（令和４年度の対全国比）     ↓       ↓       ↓       ↓ 

  国語 ３年 ０．８８ ４年 ０．９５ ５年 ０．９６ ６年 ０．９１  中１  － 

   算数 ３年 １．００ ４年 ０．９８ ５年 ０．９８ ６年 １．００  中１  － 

○経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童 

の割合を７０％以上にする。 （令和３年度は、６９．９％） 

→Ｒ４は、７２．３％ 

  ○経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に   

   対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を６０％以上にする。 

（令和３年度は、質問項目なし）  

→Ｒ４は、５年男子７０．３％、５年女子５０．０％ 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

○学習者用端末を活用した学習を週１回以上実施する。 

  →各学級で週１回以上実施できた。 

○教員ひとり当たりの月別の時間外勤務時間平均を大阪市平均より減少させる。 

  →下の表のとおり 

  Ｒ４．４月～１２月 １か月あたり平均時間 昨年度の平均時間 

本校 ２４時間２５分 １９時間２６分 

大阪市 ２７時間５７分   

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小学校）  

○大阪市小学校学力経年調査（３～６年、以下 経年調査）における「いじめは、どんな 

理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する 

児童の割合を９０％以上にする。  （令和３年度は、質問項目なし） 

○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

 ○年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小学校）  

○経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、 

広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児 

童の割合を３５％以上にする。（令和３年度は、３３パーセント） 

○経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的 

に比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。 
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（令和３年度の対全国比） 

  国語 ３年 ０．９２ ４年 ０．８４ ５年 １．００ ６年 １．０１  

  算数 ３年 １．０２ ４年 １．００ ５年 １．０１ ６年 １．００ 

○経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童 

の割合を７０％以上にする。 （令和３年度は、６９．９％） 

  ○経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に 

   対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を６０％以上にする。 

（令和３年度は、質問項目なし） 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小学校） 

○全学級で、学習者用端末を活用した学習を週１回以上実施する。 

○教員ひとり当たりの月別の時間外勤務時間平均を大阪市平均より減少させる。 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

新型コロナウイルス感染症拡大による教育活動への制約が続いた３年間だったが、教職員は 

日々工夫しながら、子どもたちをはぐくんできた。４月の全国学力・学習状況調査（６年）や 

６月の全国体力・運動能力、運動習慣等調査（５年）、１２月の大阪市小学校学力経年調査（３年

～６年）、児童アンケート、保護者アンケートなどから、一定の成果をあげている。 

今後も、家庭や地域の協力をえながら、基礎学力の定着や健康、体力の増進を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

大阪市立塩草立葉小学校 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小学校）      

○大阪市小学校学力経年調査（３～６年、以下 経年調査）における「いじめは、どんな 

理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答 

する児童の割合を９０％以上にする。  （令和３年度は、質問項目なし） 

○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

○年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

※前年度不登校であった児童のうち不登校の状態が解消された、または不登校状態で 

あっても次の１～３に該当しているなど、総合的な判断により不登校の状態が改善 

されたとする人数を把握。 

 ※改善とは、次の状態の場合をいう。（複数該当の場合、最も顕著な項目を選択する） 

  １ 出席日数の増 

（学校内外でＩＣＴ等を活用した学習活動をすることによる出席認定含む） 

   ２ ＩＣＴの活用による、本人・保護者と学校がつながった回数が増えた。 

   ３ 養護教諭、スクールカウンセラー、教育支援センターなど学校内外の専門的な 

     指導・相談につながるようになった。または、継続してつながるようになった 

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 ○いじめの未然防止と早期発見、早期対応をすすめる。 

B 

指標 

 ・５月「いじめについて考える日」に、全学級でいじめ防止に取り組む。 

 ・いじめ事象を共有し、解決に向けて組織的に取り組む。 

 ・学期に１回以上、全学級でいじめについて実態調査を行い、早期発見に努める。 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 ○不登校傾向のある児童の早期発見、早期対応をすすめる。 

B 

指標 

 ・不登校事象を共有し、解決に向けて組織的に取り組む。 

 ・区役所（子育て支援）やこども相談センター、民生委員・児童委員、ＳＣ、ＳＳＷ 

  など関係機関との連携をすすめる。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容① 

・「いじめについて考える日」では体験学習を取り入れるなど真剣にいじめについて考えた。 

・児童の様子を職員会議後に全体で共有した。 

・学期ごとにいじめアンケートを実施し、いじめの早期発見、防止を行うことができた。 

・取り組みにより把握した事案に対して、ていねいに聞き取りを行い、各機関などと連携して

対応することができた。大きな問題がおこったときは学校全体で対応した。 

 

 

取組内容② 

・職員会議後に不登校傾向のある児童について全職員で情報を共有し、オンライン学習などで

きることから学校と子どものつながりを持つようにした。 

・不登校事象を共有し、チームとして組織的に取り組んでいるが、具体的なアプローチまでた

どり着かない場合もある。一人一人を見ると改善している児童もいるが、家庭に踏み込むの

が難しい面もあり、全体として改善されているとは言い難い。 

・その都度、区役所や SCや小中の連携含め関係機関とつなぐことができた。 

 

次年度への改善点 

取組内容① 

・引き続き取り組んでいく。 

・「一番しんどい子」の側から物事を考えられるように、教員が問題意識を持ち、「すべての子

どもが学級の一員である」という姿勢を持ち続けていく。 

・「いじめについて考える日」など学校全体で大人も子どもも「いじめ」についてしっかり考

えていく。委員会活動で「いじめ」についてとりあげて活動することも考えていく。 

・放課後などのネットトラブルへの対応も考えていく。 

・児童の共有等の機会にいじめ事象やアンケートの結果、その後の状況などを共有する機会を

持ち、学年以外の出来事も知り、学校としての取り組みにつなげていく。 

 

取組内容② 

・引き続き、周りと連携を取りながら早期発見に努めすばやく対応していく。 

・「身体のしんどさ」だけでなく「心のしんどさ」に対しての理解や共感に教員が努めていく。 

・連絡が取りにくい等、家庭の状況がつかみにくくなっている現状があるので、外部機関との

連携も含めて保護者とつながる方法を模索していく。 

・不登校児童は増加傾向にあるので、役割の明確化（誰が何をするのか、だれと連携するのか）

をしてチームとして機能させていく。 

・学校に来られない子を「来させる」取り組みよりも、オンラインやほかの活動を通して学校・

クラスへの所属感、居場所を持てるような取り組みを工夫していく。 
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令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

大阪市立塩草立葉小学校 
 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

 ○自分の思いや考えを表現する子どもを育てる。 
B 指標 

 ・全学級で、話し合い活動を１日１回以上実施する。                

取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

 ○教員の指導力向上をすすめる。 

 ○浪速区学習意欲向上推進事業（漢字検定支援）を活用する。 
B 指標  

・全教員が年１回以上公開授業を行う。 

・６年で漢字検定を行う。（目標：合格率６割以上） 

取組内容③【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

○外国語（英語）の学習に親しむ機会を設ける。 
B 指標 

 ・Ｃ－ＮＥＴ【大阪市外国語（英語）指導員】と連携した授業をすすめる。 

取組内容⓸【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

○運動に親しむ機会を設ける。 

B 指標 

 ・子どもの体力向上推進事業（シナプソロジー）の取り組みを活用する。 

 ・外部講師による特別授業を行う。（「夢・授業」や出前授業など） 
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年度目標 
達成 

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小学校）    

○経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深 

めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と 

回答する児童の割合を３５％以上にする。（令和３年度は、３３パーセント） 

○経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において 

経年的に比較し、いずれの学年も０．１ポイント向上させる。 

（令和３年度の対全国比） 

  国語 ３年 ０．９２ ４年 ０．８４ ５年 １．００ ６年 １．０１  

  算数 ３年 １．０２ ４年 １．００ ５年 １．０１ ６年 １．００ 

○経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答 

する児童の割合を７０％以上にする。 （令和３年度は、６９．９％） 

 ○経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きで 

すか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を６０％以上にする。 

（令和３年度は、質問項目なし） 

B 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容① 

・ 様々な教科や場面でペアやグループでの話し合い活動、また児童同士の学び合いの場を

設けた。それにより、児童自らが話し合いを１つのツールとして扱い、自分の思いや考え

を表現できるようになってきた。 

 

取組内容② 

・ 全教員が年１回以上の公開授業を行うことができた。また、若手教員を中心としたリー

ダー研の実施や、各種研修会への参加を通して、指導力の向上に努めてきた。 

・ ６年で漢字検定を実施し、合格率６割以上を達成した。 

 

取組内容⓷ 

・ C―NET と連携して外国語の授業を行うことで、児童は楽しんで外国語の学習に取り組

んでいる。 

・ モジュールでの取り組みを通して、外国語を日常でも取り入れる児童が増えてきた。 

 

取組内容⓸ 

 ・ シナプソロジーの研修会を行い、体育の授業等で活用してきた。 

 ・ 「夢・授業」（ダンス、サッカー）を実施することができた。 

 

 

次年度への改善点 

取組内容① 

・ 子どもたちが主体的に学ぶことができるような方法を研修し、交流することで、学校全

体として取り組んでいく。 

 

取組内容② 

・ 来年度も引き続き公開授業や各種研修に取り組み、指導力の向上に努める。 

・ 漢字検定においては継続して実施するとともに、他学年での取り組みも検討していく。 

 

取組内容⓷ 

・ C-NETとの打ち合わせ時間の確保や連携の強化に向けて計画を立てて話し合っていく。 

・ モジュールの学年計画に関して、情報共有を行い、効果的に活用していく。 

 

取組内容⓸ 

 ・ 研修で共有できたシナプソロジーの取り組みを活用していく。 

 ・ 出前授業に関しては、「夢・授業」の他にも外部講師による授業を多くの学年で実施で

きるようにし、児童が運動の楽しさにふれる機会を設ける。 
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令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

大阪市立塩草立葉小学校 

 

 

 

大阪市立塩草立葉小学校 令和４年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小学校） 

○学習者用端末を活用した学習を週１回以上実施する。 

○教員ひとり当たりの月別の時間外勤務時間平均を大阪市平均より減少させる。   

B 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗 

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション】 

 ○学習者用端末に親しむ機会を設ける。 B 

指標 ・デジタル教材の活用をすすめる。 

取組内容②【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

 ○教員の過重労働を抑制する。 

B 指標 

 ・業務内容の改善、見直しを進める。 

 ・ゆとりの日を週１回設ける。 

 

 

 

 

８ 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



 

 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容① 

〇各教科において活用する機会を見つけたり、アンケート等で活用したりすることで、学習者

用端末に触れる機会を日常的に作ることができた。 

〇先生によって使用頻度や内容にばらつきがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組内容② 

〇週に一回ゆとりの日を設けており、意識して仕事をするようになったが、一部、業務が集中

しているように感じる。 

〇ゆとりの日は、週に一回あるが、仕事を持ち帰っているので業務は変わらない。 

 

 

 

 

 

次年度への改善点 

取組内容① 

〇各教室の DX環境を整える。（プロジェクターや保管庫の整備等） 

〇デジタル教材や機器の活用についてのさらなる研修や情報の共有。 

 

 

 

取組内容② 

〇業務内容の一人一人の負担の見直し。 

〇会議や研修などの精選。 
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２０２２（令和４）年度 人権教育の取り組み（予定） 

「ともに学び、ともに生きる子どもを育てる」～自分も人も大切にする～ 

塩草立葉小学校 人権教育部 

 

【１】人権教育推進体制の組織 

  ○人権教育部（校務分掌） 

  ○人権教育推進委員会（学校長、教頭、同和教育主担、教務主任、生活指導部長、外国人教育主担、特別支援教育主任、各学年） 

   ・人権教育教材集・資料、人権教育読本「にんげん」の実践、授業研究 

   ・人権・同和教育の推進 

  ○浪速人権・同和教育推進協議会（同推協） 

   ・学習部会（教育内容部会、歴史部会、保幼小中支援連携部会） 

   ・新転任同和問題研修会（年４回） 

 

【２】人権教育の内容 

  ○集団育成に関する事項 

   ・学年・異学年間の学年での集団育成活動 

   ・たてわり活動→ペア学年（児童集会、ゲームフェスタ、進級・卒業お祝い） 

   ・保、幼、小、中との交流活動 

→幼稚園・保育所との交流（昔遊び１年生、１～２月） 

     →難波中、栄小交流（６年生）体育大会、部活動体験、なにわ子ども人権文化祭 

   ・地区子ども会（集団登校・下校） 

   ・フレンズ・カップ・オブ・ナニワ（Ｒ３・４年度は、中止） 

     →バレーボール、ドッジボール（３～６年生の希望者） 

     →チーム編成から当日まで８～９回程度、放課後に練習する。 

  ○部落問題学習に関する事項 

   ・太鼓正の見学、「塩草立葉のリズム」練習 ４年生（１１～１２月） 

  ○特別支援教育に関する事項 

   ・府立難波支援学校との交流 →なんば祭（学芸会） ５年生、作品展 ２・４年生 

   ・障がい理解への取り組み（ゲストティーチャーを招いて） 

     →盲導犬学習 ３年生、車いす体験 ４年生、アイマスク体験 ５年生など 

   ・特別支援学級児童の学力保障 

   ・特別支援学級以外の配慮を要する児童への支援 

・地域の高齢者との交流活動 →昔遊び交流 １年生 

○外国人教育、国際理解、多文化共生に関する事項 

   ・となりの国の学習（民族講師を招いての学習） 全学年 

   ・多文化理解への取り組み  

・国際クラブ（学期 1回）外国につながりのある児童に声かけ 

・中央ブロック子ども民族交流会（７月） 

・中国語弁論大会（１０月） 

   ・渡日児童への日本語指導ならびに支援 

（センター校通級、市教委から指導協力員の派遣、必要に応じて個別指導） 
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 ○平和教育に関する事項  

   ・人権・平和学習強調月間 ６月第１週～７月第１週 全学年 

   ・人権・平和の集い ７月６日（火） 全学年 

  ○性教育に関する事項 

   ・性教育年間計画に基づいた学習実施 

○学力保障の取り組みについて 

   ・子どもの実態に応じた複数教員によるきめ細かい指導 

   ・１～６年生の朝学習 

  ○人権ポスター（平和 ５年）  

・浪速区で人権展開催の場合は、全学年 

 

【３】人権研修・地域連携 

  ○人権・同和教育の研究・研修 

  ○各学級もしくは学年による人権教育実践報告会（各学年部会→全体会） 

○「子どもの様子」報告 毎月職員会議後 

  ○特別支援教育全体会（年２回） 

○外国にルーツをもつ児童の実態把握（その都度内容更新） 

  ○大阪市人権教育研究協議会（市人教）の活動参加 

   ・市人教大会・分科会報告 ６月２４日（金）・２５日（土） 

→本校から毎年実践報告を発表（１事例）  

→他校の取り組みに学ぶ 

   ・市人教夏期研究会      ７月２９日（金）住吉小学校 

・浪速区人権教育講演会    ９月１４日（水） 

・浪速区人権教育公開授業   １２月 

   ・浪速区人権教育実践交流会  １月１８日（金） 

○浪速人権・同和教育推進協議会（同推協） 

 ・各専門部会の研修会、新転任同和問題研修会 

○浪速読み書き教室のボランティア講師  毎週金曜日 午後７時～９時 

○フレンズ・カップ・オブ・ナニワ  Ｒ３年度は、中止 Ｒ４年度は、未定 

  ○第５３回部落解放・人権教育夏期講座：高野山  ８月２２日～２３日  

  ○全国人権・同和教育研究大会     １１月２６日、２７日 奈良県・奈良市 

  ○浪速地区人権・同和教育研究集会（隔年） Ｒ３年度実施 Ｒ４年１月 次回Ｒ５年度 

  ○なにわ人権教育ネットワーク（人権ネット）の活動参加 

   ・講演会「区民の夕べ」 ８月 

  ○４区（浪速・西・港・大正）合同人権展 １２月 ２０２１年度は、浪速区実施。  

   ・児童の作品展示（ポスター・標語など） 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、オンライン開催や延期、縮小、中止になる場合があります。 
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